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∞∞●相談員のアドバイス●∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞  

     

  「派遣労働者と衛生管理」       

  労働衛生関係法令相談員 角南 忠雄     

       

 労働者派遣法（以下「派遣法」という。）は、派遣労働者の就労に関して、労基法 

      

の適用領域と安衛法などの適用領域につき、派遣元、派遣先および双方（派遣元 

      

、派遣先）の責務を明らかにしている。今回は、後者について考えてみたい。  

     

 まず、衛生管理体制の確立である。派遣法では、安全管理者、作業主任者など 

      

の選任、職務の遂行といった安全関係については、派遣元に義務を課し、他方、 

      



統括安全衛生管理者、衛生管理者、産業医などの衛生部門における職務権限な  

     

どは双方に義務を課す。しかし、義務内容は必ずしも同一でなく、派遣元は衛生 

      

管理の一般的事項が中心となり、派遣元では特定業務を推進する上での具体的  

     

な危険・有害性にかかる事項に力点が置かれている。    

   

 次に、労働者の健康管理を考える際、大切なのは衛生教育である。派遣法では 

      

雇入れ時教育は派遣元、特別教育は派遣先に実施義務があり、作業内容変更時  

     

教育、危険有害業務教育等は双方にある、とする。もっとも、派遣労働者が実際に 

      

就労するのは派遣元である。したがって、派遣元の行う雇入れ時教育についても 

      

派遣先の使用する機械・設備の概要や有害物の取扱い方法などは派遣先の教育  

     

資料や教材を利用するのが望ましい。また、場合によっては、これら教育の一部を 

      

派遣先に委託して実施してもよい。しかし、派遣先には教育の実施につき、派遣元 

      

に協力する義務はなく、未実施の場合には、派遣元の責任は免れない。行政通達 

      

では、安全衛生教育の内容などは、労働者派遣契約締結時に明確にすべきものと 

      

している。       

 最も重要なのは、健康診断の実施及び事後措置の徹底であろう。派遣法は、健 

      

診の実施について、一般健診は派遣元、特殊健診は派遣先と区分している。注意 

      

すべきは、派遣先で有害業務に就いていた労働者が、その職場を離れ、現在有害 

      

でない業務のある職場に派遣されている場合である。この場合は、例外として派遣 

      

元に実施義務を課している。       



 また、健診実施後の措置が不十分だと健診の効果は殆どない、といえよう。措置 

      

として、医師意見の聴取から始まり、健診結果の通知、医師等による保健指導、 

      

医師等による面接指導、事後措置（就業場所の変更、作業の転換、労働時間の  

     

短縮、深夜業の回数の減尐等々）に及ぶ。       

 安衛法の改正により、派遣元には、特定の労働者に対する医師等による面接指 

      

導の実施等が義務付けられ、他方特殊健診を実施した派遣先はこれらの結果を  

     

書面で派遣元に通知しなければならないこととなった。面接指導の際、産業医等は 

      

健診結果を参考に措置を検討するためである。     

  

 最後に、使用者の行う健康配慮義務との関連である。健康配慮義務には、「労働 

      

者の健康管理義務」と「健康状態の悪化を知った場合、増悪防止措置を講じる義 

      

務」の２つがある。同義務は、労働契約に伴う信義則上の義務と解されてきたが、 

      

今般、安全配慮義務として「労働契約法」に導入された。同義務違反は、債務不履 

      

行としての損害賠償責任を発生させるので、派遣元、派遣先双方の事業者は法令 

      

等（各種通達を含む）の遵守に最大限の努力を傾注しなければならない。  

     

       

∞∞●新着図書・ビデオ・ＤＶＤ紹介●∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞  

     

★貸出期間は原則１週間（１回５本まで）無料ですので、是非ご利用ください。 

      

★教材リスト及び利用方法はホームページの「教材貸出のご案内」をご覧ください。 

      

★初めての方は、利用者カードを作成しますので、申込書もお願いします。  

     



       

■■■図   書■■■       

【全般】       

〔01-299〕 戦略的廃棄物マネジメント       

 ～循環型社会への挑戦～      

岡山大学出版会       

       

∞∞●センターからのお知らせ●∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞  

     

■■■研修会 ９月予定■■■       

       

【健康管理研修会】       

・９月 ３日（水）１４：３０～１６：００   当センター会議室

    

 「健診後の事後措置について」       

 講師 成松相談員       

       

【メンタルヘルス研修会】       

・９月１２日（金）１４：００～１５：３０   当センター会議室

    

 「傾聴」       

 講師 中島相談員       

       

【カウンセリング研修会】       

・９月１８日（木）１４：００～１６：００   当センター会議室

    

 「職場のメンタルヘルスとカウンセリングⅡ」     

  

 講師 武田相談員       

       

【産業看護研修会】       

・９月３０日（火）１４：００～１６：００   当センター会議室

    

 「保健指導パートⅡ       

     相手の心に届く保健指導」       

 講師 福岡相談員       



       

∞∞●今月のコラム●∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞  

     

       

  「紫外線について」       

       

✹うまい紫外線対策をしていますか？✹       

       

✍✍✍✍✍✍✍✍✍✍✍✍       

紫外線は太陽光線に含まれる光の成分です。人の目には見えませんが、  

     

長時間浴び続けているとシミやシワの原因となってしまいます。   

    

特によく晴れた屋外では、しっかりとした対策をしていないと、長時間紫外線  

     

を浴び、肌に大損害を与える事になります。     

  

また曇りの時は、太陽光線が出ていないからと油断しがちですが、あなどって  

     

はいけません。光の量は尐なくても紫外線の種類によっては、雲を突き抜け  

     

地上に降りてくるからです。紫外線は、春先の３・４月からだんだんと強くなり、 

      

５月から夏にかけてどんどん強くなっていきます。外出するときは、しっかりと 

      

対策をして出かけるようにしましょう。       

        ✍✍✍✍✍✍✍✍✍✍✍✍✍✍    

       

■■■紫外線の豆知識■■■       

♫♫♫紫外線とは？       

       

紫外線またの名をＵＶ、紫外線とは太陽光線に含まれる光成分の事で、  

     

実際に人の目には写らないものです。紫外線は、可視光線よりも波長が  

     

短く、地球に届く太陽光線の中の約６％だと言われています。   



    

この紫外線！種類は大きく３つに分けられます。     

  

       

◎紫外線Ａ（ＵＶＡ）    波長が長く太陽光線の約９割を占める紫外線。

     

  この紫外線は肌に黒っぽい色素沈着を起こし、シミやシワ  

   

   を起こす原因を作ります。     

       

◎紫外線Ｂ（ＵＶＢ）    地表のほんのわずかしか届かない紫外線で、

上記の 1/10     

  くらいの線量。しかしとても強力なエネルギーを持っている  

   

  のでご用心。日焼けの原因や皮膚がんの原因となる紫外線。  

   

       

◎紫外線Ｃ（ＵＶＣ）    オゾン層がある限り地球上には届いていない

と言われてい        

  る紫外線。このＵＶＣは殺菌灯など人工的に作られ使用され  

   

  ています。     

       

♫♫♫紫外線の与える害       

       

◎シミ             紫外線を多く浴びる事により、肌のメラニン

を作る色素細     

  胞の遺伝子が変異し、メラニンを過剰に作るため、肌へた  

   

  くさんのシミができる。     

       

◎シワ  皮膚にあるコラーゲンやエラスチンなどのハリや弾力に関  

   

  わる繊維を細かく切ってしまう酵素を生成してしまうため、  

   

  肌にシワができる。     



       

◎髪へのダメージ  紫外線にあたる事により髪のメラニンが変異し、髪の

色が     

  茶色になったりキューティクルが傷み、結果髪がぱさつく。  

   

       

◎白内障  眼球にある角膜を通過し水晶体へダメージを与えてしまう 

    

  ため、白内障になってしまう。     

       

◎免疫力の低下  皮膚の免疫を担当する細胞を紫外線が破壊してしまうため 

    

  最近ウィルスに感染しやすくなり、結果体調を崩す。  

   

       

◎皮膚ガンの原因  紫外線が皮膚細胞に吸収され、遺伝子を傷つけてしま

うた     

  め。     

       

♫♫♫紫外線の発生時期       

       

✎✏✐紫外線量の強い時期✎✏✐       

       

春先の３，４月頃からだんだんと強くなります。５月から８月までは紫外線がも非常 

      

に強く警戒しないといけません。       

       

逆に冬場は大気の影響で紫外線も弱くなります。     

  

       

１日うちで最も強い時間は午前１０時から午後２時の間、太陽が真上を移動してい 

      

る時です。       

       

✎✏✐天気による紫外線✎✏✐       

       



晴れを１００％とすると、曇りや雨の日は紫外線２０％～３０％だといわれています。 

      

また薄曇りなどの弱い雲の場合は、８０％の紫外線が肌へ届いていますので、  

     

気を付けて下さい。       

       

コンクリートや雪は紫外線を反射させます。特に雪面は大きな反射率があり、  

     

スキー、スノーボードに行かれる方は気を付けた方がよいと思います。  

     

       

♫♫♫紫外線のメリット       

       

害がある、害があると言われがちの紫外線ですが、一応体にも良い点があり  

     

ます。紫外線のメリットも合わせて覚えておくとよいのでは・・・   

    

       

✐✏✎適度な日光浴は自律神経を快調に✎✏✐     

  

       

日差しを浴びる事により体内時計をリセットできます。活動と休息のリズムが出来 

      

るため、自律神経を整える事ができます。       

       

✐✏✎ビタミンＤを作成✎✏✐       

       

皮膚内で合成されて生成されるビタミンＤは、日光に当たる事によって生成され 

      

ます。このビタミンＤは、腎臓と肝臓に作用を受けて、身体に良い働きをします。 

      

       

■■■紫外線対策法■■■       

♫♫♫日焼け止めの選び方       

       

✐✏✎用途にあった日焼け止めを選ぼう！✎✏✐     



  

       

日焼け止めには幼児用から大人用まで様々な種類があります。それぞれの用途  

     

に合わせた日焼け止めを選ぶ事が必要です。     

  

       

✐✏✎日焼け止めの注意点✎✏✐       

       

１． 一度にたくさん塗らない。こまめに塗り直しましょう。   

    

   外出時には特にこまめに塗り直すのが吉。     

  

       

２． 外国産の日焼け止めはＳＰＦが高めに設定されているので気を付けよう。 

      

       

３． 肌に合わなかったらすぐやめる事。腕などに試し塗りして様子をみよう。 

      

       

♫♫♫紫外線をカットする素材       

       

紫外線をカットするには衣服も重要です。衣服には素材によって、紫外線を通す 

      

ものと通さないものがあります。紫外線を通さない素材の衣服を選んで身体を  

     

紫外線から守りましょう。       

       

✎✏✐紫外線を通さない素材とは？✐✏✎       

       

紫外線を通さない素材の代表は、ポリエステル素材と綿素材です。   

    

綿といえばシャツ。襟のついたものや長袖であれば、尚紫外線をカットする事が 

      

できます。       

       



また、ポリエステルと綿の混紡素材で生地の折り方が綿密なものや厚手なものは 

      

強く紫外線をカットしてくれます。       

       

最近ではＵＶカットを前提とした素材の衣服や、夏などの暑い季節でも着れるよう 

      

に吸湿性、速乾性を売りにした素材の衣服が販売されています。   

    

       

♫♫♫サングラスの選び方       

       

この頃、ファッション性でサングラスや眼鏡が流行っています。目には紫外線が非常 

      

に強い刺激となり白内障を起こしかねません。     

  

こうしたサングラスや眼鏡を利用して紫外線をカットしましょう。   

    

サングラスにも色々な種類があります。適切な物を選ばないとかえって目に影響 

      

をあたえてしまう場合がありますので気を付けましょう。    

   

       

✐✏✎悪いサングラスとは？✎✏✐       

       

色が濃いと眩しくなく、光をカットしがちだと考えられますがＵＶ加工をされていない 

      

濃いサングラスはかえって目に影響を及ぼしてしまいます。    

   

視界が暗くなり目の瞳孔が開いた所へ散乱紫外線が入り込んでしまい、結果目を 

      

傷つけてしまうからです。       

濃いサングラスを購入する場合は気をつけましょう。    

   

       

✎✏✐良いサングラスとは？✐✏✎       

       



上記のことをふまえると、色の薄いＵＶ加工がされているサングラスが良いよ  

     

うです。色は信号を見分けられるような色。     

  

青色や黄色など奇抜な色よりオーソドックスな黒がおすすめです。   

    

       

♫♫♫日傘の選び方・持ち方       

       

いくら日焼け止めを塗ったしても、日のあたる場所に長時間肌をさらしてはさすが 

      

に害がないとは言い切れません。そこで役立つのが日傘や帽子などの日陰を作  

     

るグッズです。       

       

✎✏✐良い日傘の選び方✐✏✎       

       

日傘は白っぽい色よりも黒っぽい色を選ぶ事をおすすめします。黒は白よりも  

     

紫外線遮断効果が高いからです。もちろん白でも光を反射させる効果があるの  

     

で、ささないよりは紫外線を遮断する効果があります。    

   

もちろんＵＶ加工がされている日傘をおすすめします。    

   

       

黒は熱を吸収するため、非常に暖められます。夏期などは、暑さによって白い傘 

      

と使い分けると尚良いです。       

       

✐✏✎日傘の持ち方✎✏✐       

       

日傘はたとえＵＶ加工がされていても、肌から離れれば、離れるほど紫外線を  

     

カットする力が弱くなるといわれています。なるべく柄を短く持って、肌から離さな 

      



いようにさすのがコツです。       

       

日傘もいいですが、レジャーなどでは帽子など手が自由になるグッズをかぶると 

      

よいです。       

       

♫♫♫紫外線に効果がある食物       

       

紫外線にあたると日焼けによってコラーゲンや活性化酸素が増え身体の栄養素  

     

が足りなくなってしまいます。       

紫外線を浴びやすい時期に備えて、あらかじめ栄養素を蓄えておくとよいです。 

      

       

✐✏✎ビタミンＣ✎✏✐       

       

コラーゲン合成の促進作用がある。       

・摂取できる食材：ブロッコリー、カリフラワー、イチゴ、赤ピーマン、芽キャベツ 

      

       

✐✏✎βーカロテン✎✏✐       

       

代謝された分のビタミンＡ（ガンの抑制・免疫効果）になってくれる他、活性酸素を 

      

抑えてくれる。       

・摂取できる食材：ほうれん草、小松菜、モロヘイヤ、しゅんぎく、等  

     

       

✐✏✎ビタミンＢ２✎✏✐       

       

皮膚の新陳代謝を高めてくれる       

・摂取できる食材：レバー、うなぎ、いわし、等     

  

       

✐✏✎亜鉛✎✏✐       

       



不足すると紫外線に対する皮膚の抵抗力が弱くなる。重要！    

   

・摂取できる食材：レバー、かき、うなぎ、鶏のささみ    

   

       

✐✏✎アミノ酸✎✏✐       

       

不メラニンの生成を抑え、できたメラニンを尐なくする＝シミの効果。  

     

・摂取できる食材：ハチミツ、ねぎ、卵、豚ひれ肉、等    

   

       

       

■■■紫外線Ｑ＆Ａ■■■       

       

日焼け＆紫外線に関してよくある質問を集めてみました。参考にどうぞ！  

     

       

Ｑ 紫外線は蓄積していきますか？       

       

Ａ 蓄積はしません。が、紫外線によって現れた身体の障害は蓄積していくといっ 

      

  ても過言じゃありません。浴び続けることはよくありません。   

    

       

Ｑ 肌が白い程、紫外線に抵抗力がないですか？     

  

       

Ａ 皮膚を守っているメラニンを多く生成できない為、紫外線に対しての抵抗力は 

      

  白い方のほうがないと思います。       

       

Ｑ 日焼けサロンは大丈夫？       

       

Ａ 日焼けサロンの多くはＵＶＡを使っていると思われますが、これも人体へ尐しず 

      



  つ影響を及ぼすものです。       

       

Ｑ 肌にトラブルがあっても日焼け止めは塗るべき？    

   

       

Ａ 状況にもよりますが、肌に影響のない日焼け止めを選び塗り続けることをオス 

      

  スメします。ニキビや乾燥は紫外線で悪化してしまうので。   

    

       

Ｑ 肌で焼けやすい部分は？       

       

Ａ 鼻やほっぺ、首や胸もとなどは焼けやすいのでしっかりとしたケアをした方が 

      

  よさそうです。       

       

   ✍紫外線予防は、毎日のケアが大切です。この夏を乗り切りましょう。✍ 

      

       

∞∞●編集後記●∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞  

     

       

 ７月３日（木）岡山コンベンションセンターにて「岡山地方産業安全衛生大会＆ 

      

快適・健康フェア」が開催されます。当センターの広報活動として、参加者の方に 

      

「事業のご案内」等を配布。また、会場内にブースを出展してキャンペーン活動を 

      

します。たくさんの方々の参加をお待ちしております。また、御来場の際には当 

      

センターのブースにもお立ち寄りください。これからもどんどん広報活動をしていき 

      

たいと思います。関係団体・事業場にも無料で出向いていきますので、一声かけ 

      

ていただいたら幸いに思います。       

       



                     業務係長  佐古   

    

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◎今後、研修会の日時・会場等に関しては変更になる可能性があります。  

     

 変更になった場合は、速やかにご連絡いたします。    

   

       

◎当センターの研修会、ビデオ、情報等、各種事業に関するご意見、ご要望等を 

      

 お待ちしております。       

       

次回の第６号は８月１日（金）の配信予定です。     

  

▼編集内容に関するご意見、ご質問などをお寄せください。    

   

▼教材情報・センター情報の詳細確認、利用申込等は下記のホームページＵＲＬ 

      

 からアクセスしてください。       

▼Ｅメールアドレスの変更、配信停止なども下記のメールアドレスへお願  

     

 いします。       

▼著作権法の規定により、他社の著作物を私的な目的以外で複製することは  

     

 禁止されていますので、必ず守ってください。     

  

▼当メールマガジンは、リンク先サイトの内容やプライバシーについて、  

     

 責任を負うものではありません。       

 利用者自身の責任においてご利用ください。     

  

▼このメールは配信専用メールアドレスから配信されています。   

    

 このまま返信していただいてもお答えできませんので、    

   

 必ず info@okayama-sanpo.jp へご返信ください。    



   

▼バックナンバーはホームページの「メールレターを配信しています！」  

     

 に掲載しております。       

       

※「おかやまさんぽメールマガジン」（HTML)は、リッチテキスト（HTML)を  

     

 使用しています。記号等が正しく表示されない場合は、お手数ですが、  

     

 書式をテキスト形式からリッチテキスト形式（HTML)へ変更してください。  

     

*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*    

   

独立行政法人 労働者健康福祉機構岡山産業保健推進センター   

    

〒700-0907 岡山県岡山市下石井 1-1-3 日本生命岡山第２ビル新館６Ｆ  

     

ＴＥＬ ０８６－２１２－１２２２      ＦＡＸ ０８６－２１２―１２２３ 

      

ＨＰ：http://www.okayama-sanpo.jp/       

Ｅ-ｍａｉｌ：info@okayama-sanpo.jp       

*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*    

   


